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１
―
市
、
四
四
人
の
繰
り
上
げ
採
用

３
―
市
長
、
総
額
一
兆
五
二
、
〇
四
億
四
、
二

〇
五
万
円
の
五
十
八
年
度
当
初
予
算
案
発
表
。

前
年
度
当
初
比
一
〇
・
二
％
増
。
一
般
会
計
六
、

八
一
二
億
一
、
五
三
〇
万
円
。
前
年
度
当
初
比

五
・
八
％
増
。
▽
県
都
計
審
、
M
M
2
1
関
連
の

土
地
区
画
整
理
事
業
、
帷
子
川
分
水
路
建
設
事

業
な
ど
一
九
件
を
原
案
通
り
承
認

９
―
戸
塚
区
で
「
東
戸
塚
分
区
促
進
協
議
会
」

発
足
。
▽
市
情
報
公
開
問
題
研
究
会
、
第
二
回

全
体
会
議
。
次
回
か
ら
公
開
に

1
0
―
市
都
市
計
画
審
議
会
、
第
一
回
会
議
。
金

沢
自
然
公
園
な
ど
八
件
了
承

1
2
―
「
浮
浪
者
」
連
続
暴
行
事
件
で
、
中
学
生

五
人
を
含
む
一
〇
人
を
傷
害
致
死
な
ど
で
逮
捕

1
5
―
消
防
局
女
子
音
楽
隊
「
ポ
ー
ト
・
エ
ン
ジ

ェ
ル
ス
」
命
名
式
。
▽
旭
区
に
若
葉
台
地
区
セ

ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
。
市
内
二
〇
番
目
。
▽
平
年

よ
り
七
日
早
い
春
一
番

1
7
―
市
会
二
月
定
例
会
開
会
（
～
３
／
1
5
）
。
▽

県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
相
鉄
鶴
ケ
峰
駅
を
起
点

と
し
た
羽
田
ア
ク
セ
ス
素
案
発
表
。
▽
市
、
身

障
者
二
六
人
の
採
用
試
験
合
格
者
発
表
。
雇
用

率
二
・
二
五
％
に
。
▽
二
年
ぶ
り
、
五
c
m
の
積
雪

1
8
―
寿
警
察
署
、
南
警
察
署
と
改
称
し
旧
国
大

跡
地
に
完
成
、
業
務
開
始

2
0
―
金
沢
区
長
昌
寺
で
第
一
回
南
国
忌

2
1
―
横
浜
地
下
街
創
立
二
〇
周
年
記
念
祝
賀
宴

１
―
老
人
保
健
法
施
行
。
▽
長
野
県

南
木
曾
町
で
基
金
財
団
「
妻
籠
宿
保

存
財
団
」
設
立
。
２
―
知
事
、
五
十

八
年
度
当
初
予
算
案
発
表
。
総
額
一

兆
一
、
六
七
九
億
四
、
五
六
九
万
円
。

前
年
当
初
比
一
・
八
％
増
。
４
―
厚

木
市
長
に
足
立
原
茂
徳
氏
無
投
票
再

選
。
５
―
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト

を
す
す
め
る
全
国
の
会
、
東
京
で
設

立
総
会
。
７
―
政
府
、
ジ
ャ
マ
イ
カ

で
海
洋
法
条
約
に
署
名
。
８
―
川
崎

市
長
、
総
額
五
、
一
六
六
億
八
、
〇

〇
五
万
円
の
五
十
八
年
度
当
初
予
算

案
発
表
。
前
年
当
初
比
五
・
七
％
増

▽
文
部
省
、
五
十
七
年
度
学
校
保
健

統
計
調
査
発
表
。
高
三
男
子
身
長
、

　
一
七
〇
・
一
㎝
。
前
年
比
〇
・
四
㎝

増
。
９
―
社
会
党
平
林
書
記
長
急
死

（
6
1
）
。
1
0
―
海
老
名
市
会
、
自
転
車
の

放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
案
可
決
。

６
／
１
施
行
。
1
4
―
Ｇ
M
と
ト
ヨ
タ

が
小
型
車
共
同
生
産
計
画
発
表
。
1
6

―
消
防
庁
、
五
十
七
年
火
災
概
況
発

表
。
全
国
で
六
万
五
三
一
件
。
一
位

東
京
七
、
一
一
二
件
。
2
1
―
山
形
県

蔵
王
温
泉
で
ホ
テ
ル
火
災
。
一
一
人

焼
死
。
2
4
―
電
通
の
「
五
十
七
年
の

日
本
の
広
告
費
実
態
調
査
」
に
よ
る

と
、
縦
額
二
兆
六
、
二
七
二
億
円
で

前
年
比
六
・
五
％
増
。
2
5
―
堺
市
議

　
会
、
「
堺
市
会
議
員
お
よ
び
市
長
の

2
2
―
消
防
局
、
「
適
」
マ
ー
ク
の
ホ
テ
ル
、
旅

館
を
緊
急
査
察

2
3
―
市
、
「
横
浜
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
」
受
賞
者

発
表
。
四
団
体
、
二
三
人
。
▽
ソ
連
客
船
M
・

レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
初
入
港
（
～
2
4
）

2
4
―
市
立
南
戸
塚
小
で
土
俵
開
き

2
6
―
関
東
学
院
大
・
横
浜
市
大
経
済
研
究
所
等

主
催
に
よ
る
「
金
沢
・
新
八
景
づ
く
り
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
開
催

2
7
―
九
時
一
四
分
、
震
度
四
の
地
震

１
―
港
南
区
、
「
ひ
ま
わ
り
親
善
国
際
交
流
協

会
」
会
員
募
集

８
―
市
会
本
会
議
、
議
員
定
数
条
例
案
可
決
。

定
数
は
現
行
通
り
。
▽
港
湾
局
、
「
五
十
七
年

横
浜
港
の
港
勢
」
発
表
。
取
扱
貨
物
量
が
二
年

連
続
減
少
。
前
年
比
五
・
六
％
減

1
1
―
帆
船
日
本
丸
誘
致
保
存
促
進
会
、
受
け
入

れ
態
勢
基
本
構
想
報
告
書
を
市
長
に
提
出
。
最

適
地
と
し
て
三
菱
ド
ッ
ク
跡
を
指
名

1
3
―
戸
塚
区
と
総
務
局
国
際
課
企
画
の
「
外
国

人
市
民
と
戸
塚
の
歴
史
を
訪
ね
る
集
い
」
実
施

1
4
―
市
、
「
五
十
七
年
中
の
人
口
増
加
状
況
」

発
表
。
四
二
、
七
五
六
人
　
一
・
五
二
％
増

1
5
―
市
会
本
会
議
、
五
十
八
年
度
当
初
予
算
案

な
ど
可
決
し
閉
会

1
8
―
市
政
モ
ニ
タ
ー
、
「
市
政
へ
の
提
言
」
を

市
長
に
提
出
。
よ
こ
は
ま
教
育
宣
言
。
自
転
車

倫
理
に
関
す
る
条
例
案
」
可
決
。
▽

津
地
裁
、
預
か
っ
た
近
所
の
子
の
水

死
に
つ
い
て
、
預
か
っ
た
夫
婦
に
五

二
七
万
円
の
損
害
賠
償
を
支
払
う
よ

う
命
じ
る
判
決
。
▽
中
国
残
留
日
本

人
孤
児
四
五
人
来
日
（
～
３
／
1
2
）
。

▽
宅
地
開
発
汚
職
で
、
横
須
賀
市
元

幹
部
、
収
賄
で
逮
捕
。
2
7
―
総
理
府
。

　
「
大
都
市
地
域
の
住
宅
・
地
価
世
論

調
査
」
発
表
。
希
望
敷
地
面
積
は
一

五
〇
～
二
〇
〇
㎡

１
―
総
理
府
の
「
五
十
七
年
家
計
調

査
報
告
」
に
よ
る
と
、
全
世
帯
の
消

費
支
出
五
・
五
％
増
。
実
質
二
・
七

％
増
。
▽
箕
面
忠
魂
碑
慰
霊
祭
訴
訟

で
大
阪
地
裁
、
公
務
の
宗
教
行
事
参

加
は
違
憲
の
判
決
。
▽
受
託
収
賄
罪

に
問
わ
れ
た
前
宮
崎
県
知
事
、
宮
崎

地
裁
で
懲
役
三
年
、
追
徴
金
三
千
万

円
判
決
。
３
―
旧
「
法
隆
寺
」
住
民

の
地
名
変
更
訴
訟
で
最
高
裁
、
「
地

名
享
有
権
は
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
た

権
利
で
な
く
訴
え
の
利
益
な
い
」
。

▽
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
「
国
民
生
活

動
向
調
査
」
に
よ
る
と
、
現
在
働
い

て
い
る
主
婦
四
八
・
六
％
。
７
―
名

古
屋
市
議
会
、
定
数
二
削
減
。
８
―

総
理
府
、
一
月
の
完
全
失
業
率
二
・

七
二
％
と
発
表
。
二
十
八
年
以
来
最

高
。
９
―
全
国
地
名
保
存
連
盟
設
立
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市政日誌

４月

条
例
の
制
定
な
ど
提
言
。
▽
三
菱
重
工
業
横
浜

造
船
所
、
本
牧
・
金
沢
へ
の
移
転
完
了
。
金
沢

工
場
で
総
合
落
成
式
。
▽
商
工
会
議
所
か
ら
市

美
術
館
へ
の
募
金
、
一
億
円
突
破

2
0
―
国
際
女
子
駅
伝
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
～
金

沢
区
福
浦
折
り
返
し
で
実
施
。
一
位
ソ
連

2
2
―
Q
E
Ⅱ
、
七
度
目
の
来
浜
（
～
2
3
）

2
3
―
市
、
運
輸
政
策
審
議
会
に
対
し
、
横
浜
線

延
伸
な
ど
七
路
線
で
要
請

2
4
―
中
山
駅
橋
上
駅
舎
完
成
、
開
業
式
。
▽
市

教
委
、
市
立
小
学
校
卒
業
生
の
進
路
状
況
を
発

表
。
私
立
中
学
へ
六
・
九
％
に
進
学

2
7
―
上
大
岡
再
開
発
協
議
会
、
よ
こ
は
ま
か
わ

を
考
え
る
会
共
催
で
、
大
岡
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

2
9
―
県
知
事
、
県
会
議
員
、
市
会
議
員
選
挙
告

示
。
▽
国
際
会
議
場
等
構
想
懇
話
会
初
会
合
。

座
長
に
稲
山
経
団
連
会
長
選
出

3
0
―
参
会
議
員
選
挙
定
数
九
六
人
に
、
一
二
六

人
立
候
補
。
一
・
三
一
倍

3
1
―
市
、
三
菱
重
工
、
三
菱
地
所
の
三
者
で
、

M
M
2
1
地
区
の
街
づ
く
り
協
定
締
結

1
―
旭
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
―
オ
ー
プ
ン
。
▽
三

菱
重
工
業
横
浜
造
船
所
、
横
浜
製
作
所
と
名
称

変
更
。
▽
磯
子
区
の
外
語
短
大
、
一
般
公
開

2
―
横
浜
医
師
会
、
一
四
年
ぶ
り
の
会
長
選
挙

で
、
榊
田
氏
、
一
一
期
連
続
会
長
に

5
―
選
抜
高
校
野
球
で
横
浜
商
業
、
準
優
勝

8
―
Ｍ
Ｍ
2
1
顧
問
会
議
初
会
合
。
▽
桜
木
町
ゴ

―
ル
デ
ン
セ
ン
タ
ー
、
「
ぴ
お
シ
テ
ィ
」
の
愛

総
会
。
1
4
―
臨
時
行
政
調
査
会
、
最

終
答
申
。
1
6
―
一
三
都
道
府
県
知
事

選
告
示
。
▽
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

千
葉
県
佐
倉
市
に
オ
ー
プ
ン
。
延
べ

床
面
積
一
万
四
千
㎡
。
1
9
―
環
境
庁
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
制
度
の
日

本
語
名
称
、
「
国
民
環
境
基
金
」
と

発
表
。
2
0
―
富
士
宮
市
で
。
市
長
リ

コ
ー
ル
と
市
議
会
解
散
の
賛
否
を
間

う
全
国
初
の
住
民
投
票
。
両
リ
コ
ー

ル
成
立
。
2
2
―
札
幌
、
川
崎
市
長
選

告
示
。
▽
全
国
市
議
会
議
長
会
調
査

に
よ
る
と
、
六
五
一
市
の
う
ち
五
一

七
市
で
一
、
一
三
一
件
の
都
市
寡
冒

▽
8
1
年
版
国
連
人
口
年
鑑
に
よ
る
と

四
五
億
八
千
万
人
。
前
年
比
七
。
六

〇
〇
万
人
増
。
2
4
―
中
国
縦
貫
自
動

車
道
開
通
式
。
着
工
以
来
一
七
年
、

五
四
二
・
七
㎞
。
2
5
―
総
理
府
の
貯

蓄
動
向
調
査
に
よ
る
と
、
勤
労
者
世

帯
の
貯
蓄
高
五
九
一
万
円
。
前
年
比

七
・
二
％
増
。
2
9
―
四
四
道
府
県
議

選
と
九
大
市
議
選
告
示

1
―
県
公
文
書
公
開
条
例
施
行
。
4

―
五
十
八
年
度
予
算
案
、
参
院
本
会

議
で
可
決
。
7
―
国
税
庁
、
大
法
人

の
申
告
所
得
発
表
。
松
下
電
器
、
一

〇
年
連
続
一
位
。
9
―
総
理
府
、
五

十
七
年
十
月
一
日
現
在
推
計
人
口
発

表
。
一
億
一
、
八
六
九
万
人
。
前
年

比
〇
・
六
九
％
増
。
昭
和
世
代
八
二
・

一
％
。
1
0
―
第
一
〇
回
統
一
地
方
選

称
で
オ
ー
プ
ン

1
0
―
統
一
地
方
選
挙
投
票
日
。
市
会
議
員
選
挙

投
票
率
五
五
・
二
六
毀
、
前
回
比
四
・
一
三
％
増

1
1
―
市
議
選
開
票
、
自
民
三
〇
（
三
一
）
、
社

会
一
八
（
一
七
）
、
民
社
一
八
（
一
六
）
、
公

明
一
七
（
一
六
）
、
共
産
六
（
一
〇
）
、
新
自

ク
四
（
二
）
、
無
所
属
三
（
一
）
。
（
）
改
選
時

1
3
―
市
情
報
公
開
問
題
研
究
会
第
三
回
全
体
会

開
催
。
初
の
公
開
会
議
、
二
分
科
会
設
置

1
5
―
釜
利
谷
市
民
の
森
、
一
〇
周
年
記
念
式
典

▽
ナ
ホ
ト
カ
航
路
の
ソ
連
客
船
「
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
」
初
就
航
。
バ
イ
カ
ル
の
後
任

1
8
―
市
高
齢
化
社
会
対
策
研
究
調
査
委
員
会
、

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
言
な
ど
の
報
告
書

2
1
―
横
浜
新
都
市
交
通
㈱
設
立
総
会
。
社
長
に

秋
山
英
夫
横
浜
銀
行
副
頭
取
。
▽
市
環
境
管
理

計
画
基
本
構
想
検
討
会
、
市
公
害
対
策
審
議
会

に
報
告
書
提
出
。
▽
市
公
害
対
策
審
議
会
、
合

成
洗
剤
は
適
正
な
使
用
法
を
守
れ
ば
影
響
な
し

と
す
る
報
告
を
市
長
に
答
申

2
3
―
港
南
区
ひ
ま
わ
り
親
善
国
際
交
流
協
会
旗

揚
げ
総
会
。
▽
神
奈
川
区
三
ツ
沢
西
町
に
「
豊

顕
寺
市
民
の
森
」
オ
ー
プ
ン
。
▽
市
民
防
災
セ

ン
タ
ー
が
神
奈
川
区
沢
渡
に
落
成
、
公
開
会

2
4
―
ヨ
コ
ハ
マ
さ
わ
や
か
運
動
、
五
十
八
年
度

春
の
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
一
万
三
千
人
参
加

2
6
―
市
婦
人
問
題
懇
話
会
、
提
言
を
市
長
に
提

出
。
婦
人
行
政
推
進
室
設
置
な
ど
盛
り
込
む

2
7
―
神
奈
川
区
選
出
山
田
浪
三
市
議
、
買
収
容

疑
で
逮
捕

挙
投
票
日
。
1
1
―
県
知
事
長
洲
一
二

氏
三
選
、
都
知
事
鈴
木
俊
一
氏
再
選

川
崎
市
長
伊
藤
三
郎
氏
四
選
。
▽
大

蔵
省
、
五
十
七
年
度
貿
易
統
計
発
表
。

輸
出
一
、
三
六
六
億
四
、
一
〇
〇
万

弗
で
一
〇
・
一
％
減
、
輸
入
一
、
二

七
三
億
六
〇
〇
万
弗
で
一
〇
・
八
％

減
。
1
4
―
統
一
地
方
選
後
半
戦
告
示

▽
国
税
庁
、
五
十
七
年
お
酒
白
書
発

表
。
一
人
当
た
り
年
間
八
六
・
七
ｌ

飲
酒
。
一
位
ビ
ー
ル
。
1
5
―
｝
四
五

市
長
選
の
う
ち
四
六
市
長
無
投
票
当

選
。
▽
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
フ
ン
ド
、

千
葉
県
浦
安
市
に
オ
ー
プ
ン
。
1
8
―

専
売
公
社
、
五
十
七
年
度
販
売
実
績

発
表
。
三
、
一
〇
三
億
本
、
前
年
比

〇
・
九
％
増
。
一
位
マ
イ
ル
ド
セ
ブ

ン
、
全
体
の
四
二
・
六
％
。
2
1
―
都

人
事
白
書
に
よ
る
と
、
平
均
年
齢
四

一
・
二
歳
。
▽
子
供
会
ハ
イ
キ
ン
グ

事
故
死
で
津
地
裁
、
引
率
三
人
に
責

任
。
両
親
へ
損
害
賠
償
支
払
い
を
命

ず
る
判
決
。
2
4
―
統
一
地
方
選
後
半

戦
投
票
日
。
▽
2
7
―
東
北
、
北
陸
地

方
二
七
ヵ
所
で
山
火
事
（
～
2
8
）
。
焼

失
山
林
面
積
九
、
四
二
三
・
六
h
a
。

2
8
―
サ
ラ
金
規
制
法
案
成
立
。
▽
余

暇
開
発
セ
ン
タ
ー
、
「
レ
ジ
ャ
ー
白

書
8
3
」
発
表
。
一
位
外
食
、
二
位
国

内
観
光
旅
行
、
三
位
ド
ラ
イ
ブ
。
2
9

福
岡
県
警
、
奥
田
知
事
夫
人
を
公
選

法
違
反
容
疑
で
逮
捕
。
▽
中
国
、
昨

年
末
人
口
一
○
億
一
、
五
四
一
万
人

報査季報78 83. 681

資料は「広報よこはま」によったほか、主として神奈川新聞を参考にした．*印は日付不確定のため新聞発行日．
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